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高
齢
者
を
ね
ら
っ
た 

布
団
の
訪
問
販
売
に 

ご
用
心
！

事
例
１　

半
月
前
に
訪
問
販
売

で
敷
き
布
団
を
契
約
し
た
。

　

自
宅
の
布
団
を
勝
手
に
持
ち

去
り
、
代
わ
り
に
マ
ッ
ト
の
よ

う
な
布
団
を
置
い
て
行
っ
た
。

　

万
円
を
請
求
さ
れ
た
が
、
払

１５え
な
い
と
言
っ
た
ら
申
込
金
１

万
円
を
払
え
ば
、
残
り
を
分
割

に
す
る
と
言
わ
れ
、
支
払
っ

た
。
よ
く
考
え
た
ら
、
購
入
し

た
布
団
は
欲
し
い
も
の
で
は
な

い
の
で
解
約
し
、
持
ち
帰
っ
た

布
団
を
返
し
て
ほ
し
い
。

事
例
２　

５
年
前
に
訪
問
販
売

で
、
掛
け
布
団
３
枚
を
約　

万
２００

円
で
購
入
し
た
。

　

以
前
布
団
を
買
っ
た
業
者
の

関
連
会
社
を
名
乗
る
業
者
か
ら

電
話
が
入
り
、
「
以
前
に
布
団

を
売
っ
た
業
者
は
工
場
で
、
自

分
は
布
団
の
保
証
サ
ー
ビ
ス
を

し
て
い
る
会
社
だ
。
５
年
の
保

証
期
間
が
過
ぎ
た
の
で
、
布
団

の
中
身
を
入
れ
替
え
る
必
要
が

コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

消
費
生
活
相
談
室

☎
042―

384―

４
９
９
９

あ
る
。
訪
問
し
た
い
」
と
言
っ

て
き
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

▽　

訪
問
販
売
で
高
齢
者
に
布

団
な
ど
を
次
々
と
購
入
さ
せ

る
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
一
人
暮
ら
し
や
判
断
力

が
不
十
分
な
高
齢
者
な
ど
を

ね
ら
い
、
強
引
に
契
約
さ
せ

る
手
口
が
目
立
ち
ま
す
。

▽　

訪
問
時
に
訪
問
目
的
や
業

者
名
な
ど
を
明
か
さ
ず
に
売

り
つ
け
た
り
、
過
去
に
売
り

つ
け
た
布
団
等
を
回
収
し
た

り
し
て
、
販
売
の
形
跡
を
残

さ
な
い
よ
う
に
す
る
悪
質
な

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

▽　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
で

は
、
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
を

恥
ず
か
し
い
と
思
っ
た
り
、

業
者
か
ら
威
迫
さ
れ
る
の
を

恐
れ
た
り
し
て
誰
に
も
相
談

せ
ず
に
二
次
被
害
、
三
次
被

害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
家
族
や
地
域
の
人
た
ち

が
協
力
し
て
、
消
費
者
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
見
守
る

体
制
を
整
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

▽　

不
安
な
場
合
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
消
費
生

活
相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

う
れ
し
い
ね

　

防
火
で
笑
顔
の 
人
と
町

（
平
成　
・　

年
度
東
京
消
防
庁
防
火
標
語
）

２５
２６

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
火
災
予
防
意
識
の
高
揚
と
防
災
行
動
力
の

向
上
を
図
り
、
火
災
、
地
震
等
の
災
害
に
よ
る
被
害
の
拡
大
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
を
行
い
ま

す
。

問
合
先　

小
金
井
消
防
署　
（
☎　

儿　

儿
０
１
１
９
）

０４２

３８４

　小金井消防少年団では、小学校１年生～中学校３
年生の市内在住の児童を対象に、新入団員を募集し
ています。
活動日　毎月１・２回（土曜・日曜・祝日）
活動内容　防火防災に関する知識の学習、消火・救
急の技術の取得のほか、鼓笛隊の活動やサマーキャ
ンプなどの楽しい野外活動を行っています。
申　込　小金井消防少年団事務局（小金井消防署内
☎０４２−３８４−０１１９）へ。

小金井消防少年団
新入団員募集中

 　

昨
年
、
小
金
井
市
内
の
住
宅
火

災
に
よ
り
、
３
人
の
方
が
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
。
身
の
周
り
の
電
気

製
品
や
ガ
ス
器
具
等
を
原
因
と
し

た
、
住
宅
で
の
火
災
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
般
の
住
宅
へ
の
防
火
診
断
に

よ
り
、
火
の
取
り
扱
い
な
ど
に
つ

い
て
注
意
を
呼
び
か
け
、
住
宅
火

災
の
発
生
防
止
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
火
災
が
発
生
し
た
際
の

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
設
置
し

住
宅
防
火
対
策
の
推
進

て
い
る
住
宅
に
対
し
て
は
適
正
な

維
持
管
理
を
周
知
し
ま
す
。

 　

昨
年
の
小
金
井
消
防
署
管
内
の

火
災
件
数
は　

件
で
、
そ
の
う
ち

２７

放
火
（
放
火
の
疑
い
を
含
む
）
に

よ
る
火
災
は
４
件
発
生
し
て
い
ま

す
。
家
の
周
り
は
常
に
整
理
整 
頓 とん

を
し
、
新
聞
や
雑
誌
等
の
燃
え
や

地
域
の
防
火
安
全
対
策

の
推
進

す
い
も
の
は
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

町
会
や
自
治
会
等
を
中
心
に
、

夜
間
の
巡
回
の
実
施
や
ご
み
は
決

め
ら
れ
た
日
時
に
出
す
こ
と
な

ど
、
放
火
を
未
然
に
防
ぐ
環
境
作

り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
地
域
で
実
施
す
る
防
火

防
災
訓
練
に
は
積
極
的
に
参
加

し
、
共
助
の
意
識
を
身
に
つ
け
る

と
と
も
に
、
地
域
防
災
力
の
向
上

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

 　

市
消
防
団
と
小
金
井
消
防
署
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
火
に
対

す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
３
月
１
日
（
日
）
午
前　

時
１０

か
ら
、
市
内
巡
回
広
報
を
行
い
ま

す
。

　

消
防
団
員
は
、
生
業
を
持
つ
か

た
わ
ら
、
昼
夜
を
問
わ
ず
発
生
す

消
防
団
員
に
よ
る

巡
回
広
報
活
動

る
各
種
災
害
に
備
え
て
常
に
訓
練

を
積
み
重
ね
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
日
夜

積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
春
の
火
災
予
防
運
動
の

期
間
中
は
、
消
防
団
員
に
よ
る
夜

間
巡
回
広
報
活
動
を
強
化
し
て
行

い
ま
す
。

問
合
先　

地
域
安
全
課
防
災
消
防

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
０
７
）

０４２

３８７

 　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
地
域

の
か
た
が
た
の
交
流
を
深
め
、
災

害
時
の
防
災
行
動
力
と
地
域
連
携

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
応
援
に
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。

と　

き　

３
月
１
日
（
日
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

 　

演
習
に
は
市
内
の
有
名
な
店
番

犬
の
「
シ
バ
ち
ゃ
ん
」
が
一
日
消

防
署
長
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
３
日
（
火
）
午
前

９
時　

分
か
ら

３０

と
こ
ろ　

江
戸
東
京
た
て
も
の
園

子
宝
湯
（
都
立
小
金
井
公
園
内
）

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

火
災
予
防
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

消
防
演
習

春
の
火
災
予
防
運

春
の
火
災
予
防
運
動動

３
月
１
日
（
日
）
～
７
日
（
土

３
月
１
日
（
日
）
～
７
日
（
土
））

　１月１８日（日）に小金井市の冬の風物詩となった第１１回野川駅
伝大会が都立野川公園調節池付近で寒空のなか行われました。子
供から大人まで幅広い参加者が元気に楽しく走りました。

第11回野川駅伝大会第11回野川駅伝大会がが
開催されまし開催されましたた

　

市
民
や
団
体
の
活
動
発
表
の
場

と
し
て
、
市
民
の
祭
典
の
「
小
金

井
市
民
文
化
祭
」
を
、　

月
に
小

１０

金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
文
化
祭
全
体
の

運
営
に
携
わ
る
実
行
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
数　
　

人
（
多
数
抽
選
）

１５

申
込
用
紙
配
布
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
文
化
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎

４
階
）
等

そ
の
他　

▽
平
成　

年
度
第
１
回

２７

実
行
委
員
会
は
、
４
月　

日
２７

（
月
）
午
後
６
時　

分
か
ら
、
市

３０

民
会
館
・
萌
え
木
ホ
ー
ル
Ａ
会
議

室
で
行
い
ま
す
。
▽
市
民
文
化
祭

の
参
加
者
は
、
別
途
市
報
等
で
募

集
し
ま
す
。

申　

込　

３
月　

日
ま
で
に
、
申

１６

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
文
化
課
文
化
推
進
係
（
☎

　

儿　

儿
９
９
２
３ 
　

儿　

儿

０４２

３８７

０４２

３８８

１
３
２
３
）
へ
。

FAX

 　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会
で

元
気
に
働
く
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。
働
く
方
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
現
状
や
、
セ
ル
フ
ケ
ア
の
方
法

な
ど
を
学
び
ま
す
。

と
き
・
テ
ー
マ

▽　

３
月
６
日
（
金
）
＝
職
場
に

 
於 
け
る
心
の
健
康
づ
く
り

お

▽　

３
月　

日
（
木
）
＝
ス
ト
レ

１２

ス
へ
の
気
づ
き
と
自
己
理
解

※　

い
ず
れ
も
午
後
６
時　

分
～

３０

８
時　

分
３０

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
８
階

　

会
議
室

８０１講　

師　

前
本
正
彦
さ
ん
（
東
京

産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
促
進
員
）

対　

象　

都
内
在
住
・
在
勤
の
方

定　

員　

各
日　

人
（
申
込
順
）

３０

申　

込　

２
月　

日
か
ら
、
電
話

１６

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
・
氏

労
働
セ
ミ
ナ
ー

心
の
健
康
づ
く
り

儿
働
く
あ
な
た
の
心
の

　

健
康
を
守
り
ま
す

名
・
電
話
番
号
・
希
望
受
講
日
を

経
済
課
産
業
振
興
係
（
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
３
１
死s0

3
0
3
9
9
@
k
o

gan
ei-sh

i.jp

）
へ
。

 　

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
多
摩
と

近
隣
市
と
の
共
催
に
よ
り
、
３
月

に
実
施
す
る
シ
ニ
ア
対
象
の
合
同

就
職
面
接
会
の
事
前
対
策
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

応
募
書
類
の
書
き
方
を
詳
し
く

学
び
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
金
）
午
後

２７

１
時　

分
～
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

小
金
井
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
練
習
室
２
・
３

対　

象　

お
お
む
ね　

歳
以
上
の

５５

求
職
中
の
方

定　

員　
　

人
３０

申　

込　

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー

多
摩
（
☎　

儿　

儿
４
５
２
４
）

０４２

３２９

へ
。 シ

ニ
ア
対
象
合
同
就
職

面
接
会
事
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー

儿
シ
ニ
ア
世
代
の
応
募
書
類

　

の
徹
底
仕
上
げ
術

小
金
井
市
民
文
化
祭

　

実
行
委
員
を

　
　
　
　

募
集
し
ま
す


